
 

災害復旧工事に係る工事費内訳書の簡略化について（お知らせ）  平成 31 年２月１日 広   島   県  １ 趣旨 広島県が発注する公共土木施設等の災害復旧工事については，今後，同時期に発注が集中することが見込まれるため，入札の不調・不落を防止し工事の円滑な執行による早期復旧を目的に，入札時に提出を求めている工事費内訳書を簡略化する。  ２ 対象工事   県が発注する災害復旧工事で発注者が公告又は入札条件により示す工事（予定価格を事後公表する工事を除く。）   （対象工事については，公告又は入札条件に別紙を添付して明示する。） 
 ３ 簡略化の内容 別紙「工事費内訳書の記入方法」のとおり，様式２「工事費の内訳」及び「下請負人及び見積額」については，工事数量総括表に記載されている費目・工種明細などのうち直接工事費，共通仮設費計，純工事費，現場管理費，工事原価，一般管理費計，工事価格，消費税相当額，工事費計の項目を漏れなく記入したうえで，見積額を記入すること，また，工事数量総括表に複数の工事箇所が記載されている場合でも，項目毎に全ての工事箇所の金額を合計して記入することができる取扱いとする（別紙記入例を参照）。  ４ 簡略化した工事費内訳書を提出できる者   予定価格の概ね 90%（調査基準価格）以上で入札する者 
 ５ 適用期間   平成 31 年２月４日以降に指名・公告する災害復旧工事から適用する。 なお，適用期限は，平成 33 年３月 31日までとする。 
 

 

 

 

 問合せ先：土木建築局建設産業課 電話：082-513-3821（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 



                                          別 紙 

工事費内訳書の記入方法 

 本件は，広島県工事費内訳書取扱要領６（３）イ(イ)及び(エ)ただし書きを適用することができる入札案件である。 
 １ 当該工事費内訳書の記入方法によることができる者の要件 予定価格の概ね 90%（調査基準価格）以上で入札する者 

 ２ 【様式２】「工事費の内訳」及び「下請負人及び見積額」の記入方法 工事数量総括表に記載されている費目・工種明細などのうち直接工事費，共通仮設費計，純工事費，現場管理費，工事原価，一般管理費計，工事価格，消費税相当額，工事費計の項目を漏れなく記入したうえで，見積額を記入すること。 また，工事数量総括表に複数の工事箇所が記載されている場合でも，項目毎に全ての工事箇所の金額を合計して記入すること。 
 ＜記入例＞  この記入例は，予定価格（税込）１億円以上の工事の場合の記入例であり，１億円未満の工事の場合は，「下請負人及び見積額」の記入は不要である。 

 

 ３ 注意事項 予定価格の概ね 90%（調査基準価格）未満で入札する者は，当該工事費内訳書の記入方法によることができないので，注意すること。   また，予定価格を事後公表する工事については，当該工事費内訳書の記入方法の対象工事としていないので，注意すること。 

様式２
元請負人 元請負人 下請負人-1 下請負人-2 下請負人-3aa建設㈱ ｂｂ建設㈱ ｃｃ建設㈱340000AA 340000BB 340000CC○○○ ○○○ ○○○○○○ ○○○ ○○○単位 数量 金額（円） aa建設㈱ ｂｂ建設㈱ ｃｃ建設㈱ 0**直接工事費** 90,880,000 35,880,000 18,600,000 36,400,000**共通仮設費計** 7,678,000 4,636,800 747,800 2,243,400**純工事費** 98,558,000 40,566,800 19,347,800 38,643,400現場管理費 26,510,000 15,906,000 2,651,000 7,953,000**工事原価** 125,068,000 56,472,800 21,998,800 46,596,400一般管理費計 20,326,000 12,214,936 2,027,766 6,083,298**工事価格** 145,394,000 68,687,736 24,026,566 52,679,698**消費税相当額** 11,631,520 5,495,022 1,922,124 4,214,374**工事費計** 157,025,520 74,182,758 25,948,690 56,894,072

費目・工種明細など 規格１・規格２
「工事費の内訳」及び「下請負人及び見積額」工事費の内訳 下請負人及び見積額工事名 ○○川災害復旧工事 商号又は名称工事場所 ○○市○○町○○ 建設業許可番号配置技術者相当職の年収(万円)所要工期(日数）

簡略例（１億以上）

①工事費の内訳 ②下請負人及び見積金額


